
 

                           
 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

年度 番号 協定名称 有効期限 期間満了後 

R1 

53 照葉まちづくり（集合住宅中央公園北

区） 
H21.9.1～R1.8.31 自動更新 

10 飯倉 2丁目 4区地区 H21.11.9～R1.11.8 自動更新 

2 グリーンタウン老司 H22.3.2～R2.3.1 更新手続き中 

55 シエル箱崎 H22.3.8～R2.3.7 自動更新 

53 照葉まちづくり（集合住宅中央公園北

区） 
H21.9.1～R1.8.31 自動更新 

R2 

56 豊浜 1丁目 H22.4.12～R2.4.11 自動更新 

33 笹丘 2丁目 H22.9.16～R2.9.15 自動更新 

58 松山 2 丁目 H22.9.27～R2.9.26 要更新 

19 平尾 3丁目・4丁目・平丘町・    

平尾浄水町・山荘通 
H22.11.20～R2.11.19 自動更新 

62 ジョイナス雁ノ巣きらなみ H22.12.10～R2.12.9 自動更新 

8 西福岡マリナタウン H22.12.28～R2.12.27 要更新 

39 泉東 H28.3.30～R3.3.29 自動更新 

令

和

元

年

度 

6 月 25 日 役員会 

8 月 31 日 令和元年度総会・講演会 

10～11 月頃 
「建築協定ふくおか」 

第 22 号発行 

1～2 月頃 研修会 

3 月頃 
「建築協定ふくおか」 

第 23 号発行 

２

年

度 

6～7 月頃 役員会 

8～9 月頃 令和２年度総会・講演会 

 

福岡市建築協定
地区連絡協議会 

第２部 『講演会』 

講師：宇都宮共和大学シティライフ学部 

専任講師 西山 弘泰 

演目：地方都市における空き家問題と対策 

～空き家に対する産・官・民による取り組

みの事例～ 

①空き家とは何か、何が問題か？ 

②全国の産・官・民による取り組み事例 

活動計画 

事務局からのお知らせ 

○出前講座の利用について 

 H２８年度まで研修会にて実施していた建築協

定更新等の初心者講座については，昨年度同様，

福岡市が行う出前講座にて，地区毎によりきめ細

やかな内容で実施していきます。 

【１－７】みんなでつくるまちなみのルール 

～良好な居住環境を目指して～ 

 内容  

 ●建物を建てる際の基本的なルール 

 （建築基準法における用途制限など） 

●住民自らがつくる建物等のルール 

（建築協定制度概要） 

●建築協定の結び方について 

●建築協定の運営について 

(※出前講座テーマ集及び HP に掲載しています) 

建築協定は，社会背景や住民構成などの変化に合わせて定期的な見直しが重要なため，原則有効期限を設ける

ことが定められており，有効期限満了後も協定を続けていくには更新の手続きが必要です。 

中には自動更新とされている地区もございますが，更新の手続きは協定内容の見直しを行う良い機会ですので

是非，協定地区内のみなさまで話し合いをお願いいたします。 

※太字の地区は期間満了後，更新の手続きを行わないと建築協定が廃止となります。ご注意ください。 

※更新方法等について不明な点がある地区は，開発・建築調整課までご相談ください。 

令和元年度総会・講演会を開催しました！ 

令和元年８月３１日（土）令和元年度福岡

市建築協定地区連絡協議会総会・講演会を開

催しました。 

建築協定８６地区（８月末時点）より総

会・講演会に４６名の多くの方に参加して頂

きました。 

第１部 『総会』 

○ 役員選出 

○ 令和元年度活動計画 

新役員の紹介 

会長：足達 猛（小戸３丁目） 

副会長・会計：鴨川 武文（茶山２丁目２区） 

副会長：高木 静男（茶山６丁目） 

監事：行徳 弘治（松山２丁目） 

理事：平本 優八（茶山４丁目２・３区） 

理事：積水ハウス㈱担当 山本 憲一（照葉

まちづくり） 

理事：橋本 圭司（多賀１丁目１・２組） 

理事：小池 輝 （笹丘３丁目・友泉亭） 

理事：安部 嘉孝（名島２丁目） 

 

 令和元年度は，このメンバーで取り組んで

参りますのでよろしくお願いします。 

 現在，福岡市内の建築協定数は，８５地区

となっており，昨年度は新規締結が２地区

（諸岡六丁目，愛宕三丁目二区），更新が２

地区（ながら野団地，青葉 5 丁目），失効が

３地区（西の丘，生の松原一丁目，美和台六

丁目）でした。 

今年度は１０月末現在で，新規締結が２地

区（箱崎 3 丁目（松浜町），笹丘台），失効が

１地区（今宿 UYN）となっています。 

第 1 部 総会 
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建築協定ふくおか 
福岡市建築協定地区連絡協議会 

（事務局 福岡市住宅都市局建築指導部開発・建築調整課） 

福岡市中央区天神 1 丁目 8 番 1 号（福岡市役所 4 階） 

TEL ７１１－４５８１  FAX ７３３－５５８４ 

ホームページ http://machinaminorule.city.fukuoka.lg.jp/ 
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講演会の様子 

お知らせ ～協定の有効期限が迫っています！～

1 



8 月３１日（土）に開催した講演会「地方都市における空き家問題と対策～空き家に対する産・ 

官・民による取り組みの事例～」について事後アンケート調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
                                                                      

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①空き家とは何か，何が問題か？ 

(１)空き家とは何か 

 ・建築物に居住，その他の使用がなされていないこと 

が常態化したもので，「売却用」「賃貸用」「二次的 

利用」「その他」に分けられる。しかし，個々の空き 

家の状態による類型や地域による空き家の意味の違い 

により一括りできない。また，人によって捉え方がまちまちであることも問題。 

・管理不全によって人的・物的被害，景観・衛生環境に問題を来す空き家を「特定空家等」と定義。 

 ・今後空き家の急増が予測されている。 

 

(２)空き家による問題 

 Ⅰ）住環境問題 

 ・家屋の倒壊や破損による人的・物的被害や，空き家の犯罪利用，景観の悪化による資産価値の低下 

 Ⅱ）都市や地域全体の問題 

 ・防災や治安の問題，人口の低密度化による土地の無駄遣い，住宅地のスラム化，限界集落の出現 

 

(３)空き家はなぜ増えるのか 

・人口動態や住宅供給構造による理由，個人の事情による理由，制度による理由が挙げられる。 

 ・空き家問題は存在せず，空き家を発生させる日本社会，制度が問題。 

 

(４)どこで空き家が多いのか 

 ・宇都宮市を事例に紹介。都市化が早く，高齢化率の高い中心市街地周辺の既成市街地に多く分布。 

郊外の方が生活が便利なため郊外が無秩序に開発されていき，中心部に空き家が増えていく。 

 

②全国の産・官・民による取り組み事例 

 ・宇都宮市を事例に産・官・民による取り組みを紹介。空き家再生に取り組む方（プレイヤー）は，

非凡な才能を持った方でなく，普通の人で，直向さ・実行力・協同力をもつ人たちである。 

 ・再生のきっかけ，後押しする地域の要素として，安価な家賃，道路付け，変化を受け入れる地域で

あることが挙げられる。 

  

空き家はこれからも増加する可能性が高く，社会の様々な問題の結果として生じた事象であり，解決

のための特効薬はない。しかし，地理的条件も重要ではあるが，プレイヤーと環境で，どの地域でも対

策可能である。 

１．講演は理解できましたか             ２．公演は有意義でしたか 

３．今後受講してみたいテーマ 

 ・放置空き家の解決法 

 ・住宅とはどうあるべきか 

 ・トータル的な都市計画について 

 ・協定委員会の運営の継続について(会費負担等) 

 ・高齢化社会について 

 ・各協定地区の活動内容報告会 

 ・各地域の意見交換会 

 ・運営方法，建築協定とはなど基本的なこと 

 

 

４．その他，感想等 

・空き家問題も自治管理するという意識，考え方が 

必要ということを再認識した。 

・空き家に対しての認識が変わった。（地域の活性化） 

・空き家を再生利用させる色々な方法を紹介して頂

き興味深かった。 

・空き家の管理者の調査とか，管理を適正化する取

り組みも聞きたかった。 

 

 

 

 

～講演会に関するアンケート結果について～   第 2 部 講演会 

講演会では，「地方都市における空き家問題と対策～

空き家に対する産・官・民による取り組みの事例～」 

という演目で宇都宮共和大学シティライフ学部の西

山弘泰専任講師よりご講演いただきました。 

<参考>法律や条例の対象となる空家等について 

（空家等対策の推進に関する特別措置法，福岡市空家等の適切な管理に関する条例） 

「管理不全空家等」及び「特定空家等」に該当する場合は市により指導等の対応を行います。 

・管理不全空家等(条例により規定)：以下のいずれかの状態の空家等 

                 ・倒壊等保安上危険となる恐れ ・衛生上有害となるおそれ 

                 ・景観を損なっている     ・生活環境の保全の為不適切 

・特定空家等(法律により規定)：管理不全空家等のうち，著しい悪影響を及ぼす状態 

管理不全

空屋等

特定

空屋等

調査

助言
又は

指導
[条例第6条]

助言
又は

指導
[法律第14条]

勧告

[条例第6条]

勧告

[法律第14条]

公表

[条例第7条]

公表

[条例第7条]

命令

[法律第14条]

代執行

[法律第14条]

管理等を怠り，著しい状態になると特定空家等

として扱われ，法律による対応となります
空家等の所在地の他，

所有者等の氏名や住所等を公表

代執行の費用は

所有者等の負担

命令に違反すると

過料

勧告の対象になると土地の

固定資産税が増額
担当課：住宅都市局 建築指導部 建築物安全推進課

電話：092‐711‐4574  
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